
昨年、県内で観測された主な大雨

　周辺地域の皆さんの安全・安心な暮らしを確保するため、早期完成に向けて整備を進めています。
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今年は、諫早大水害から60年、長崎大水害から35年の節目となる年です。
こうした災害の経験を教訓に、梅雨期の大雨などに備える必要があります。

　河川を整備するときには、過去の災害や周辺地域の人口などから想定される被害を基に備える雨の量
を決め、河川改修やダム建設などから最適な組み合わせを決定し、計画的に進めています。
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河川改修やダム建設で水害を防ぐ

浦上ダム（長崎市・県営） 本明川ダム（諫早市・国営）

①下流へ流れる水量を減らすため、
上流の西山ダムと本河内低部ダム
に洪水調節機能を付加

②安全に流れる水量を増やすため、
護岸やバイパス水路の整備などの
河川改修を実施

　長崎大水害により中島川の周辺地域で
は、国指定重要文化財『眼鏡橋』が損壊す
るなど壊滅的な被害を受けました。
　この大水害を受けて、河川改修とダム建
設の組み合わせによる総合的な洪水対策
を行いました。

整備がほぼ完了した現在、周辺地域
で大きな水害は発生していません

石木ダム完成イメージ

長崎大水害（S57.7.23）での被害状況

　本明川の洪水対策と河川環境保全等のための水量確
保を目的として建設。昭和32年の諫早大水害により630
名の犠牲者が出たことを受け、概ね100年に一度の大雨
に対応するため、国による整備が進められています。

石木ダム（川棚町・県営）
　川棚川の洪水対策と佐世保市の水源確保を主な目的とし
て建設を進めています。
　川棚川では、昭和23年の水害を受けて河川の改修などを進
めてきましたが、これまで何度も水害に見舞われてきました。
　そのため、河川改修とダム建設を組み合わせた総合的な
洪水対策を行い、概ね100年に一度の大雨に備えることとし
ています。
　地元の方々からは、近年、各地で頻発している大雨への不
安から、石木ダムの早期完成を求める要望がなされています。

　長崎市の水道専用ダムとして建設されました
が、長崎大水害を受けて、長崎大水害と同程度の
大雨に対応することを目的に、下流へ流れる水量
を調節できるよう県が整備を進めています。

洪水をカット

洪水をカット

流下能力アップ

断面を拡大中央橋
（架け替え）

中島川

西
山
川

長崎港

本河内低部ダム
（洪水調節機能付加）

中島川
バイパス水路

本河内高部ダム
（水道専用）

西山ダム
（洪水調節機能付加）

中島川の洪水対策

現在、県内で建設が進められているダム

県内各地で
大雨の
降ったとね

ダムが下流へ
流れる水量を
調節してるのよね

6月20日 雲仙岳
6月の観測史上1位を
更新する124.5㎜/1h

9月17日 対馬市
50年に一度の大雨（島内
全域に避難勧告が発令）

9月28日
新上五島町頭ヶ島
観測史上最大となる
413.5㎜/24h

6月22日
長崎市土井首
長崎大水害に匹敵
する136㎜/1h

～長崎大水害と同程度（概ね200年に一度）の大雨に備える～

眼鏡橋
（現地保存）


